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▪ 対応 OS：Mac OS X 10.9 以上	


▪ CPU：クアッドコアIntel Core i5以上使用推奨 (録画・プレビュー) 
　　　※ デュアルコアIntel Core i7以上を使用する場合は、プレビューのみ行える場合 
　　　　 が可能ですが、録画すれば動作できない・激しい遅延が発生する可能性があり 
　　　　 ますので、クアッドコアIntel Core i5以下を使用することは推奨しません。 
▪ メインメモリ：4GB以上 
▪ ハードディスク：1GB以上 
▪ 接続インターフェス：USB 3.0 
         ※ USB2.0には対応しておりません。 
         ※ USB3.0ハブを接続する場合は、対応できない・激しい遅延が発生する 
　　　　 可能性がありますので、Mac本体のUSB3.0ポートを接続してください。 
　　　※ 動作確認済の最新環境は下記のリンク先と製品仕様に、ご参照ください：	


　　 　　http://www.avermedia.co.jp/product_swap/avt-cv710_spec.html	



▪      対応アプリ：「RECentral (Mac OS X版)」 1.2.5以上	


　　　※ 現在の時点(2014年7月)では、CV710はサードパーティ製の 
　　　　 キャプチャーソフト編集ソフト(Final Cut Pro X、iMovieなど) 
　　　　 には対応しておりません。 
         ※ CV710は、AVT-C875用のRECentral 1.1.0には対応しておりません。 

▪   最大入力解像度：1920 x 1080（60fps）	


▪   最大録画解像度：1920 x 1080（60fps） 
　　※ お使いのMac環境により、最大録画解像度1920 x 1080(60fps)に対応できな 

          い可能性があります。初めて本製品を接続・使用する際は、必ず本診断ツールを 

          実行して、CV710と取り付けたUSB3.0ポートの帯域のパフォーマンス計測を受 

          けてください。 

▪   エンコード方式：H.264 ソフトウェア 
▪　録画形式：MP4（H.264+AAC）、TS（H.264+AAC） 
▪　静止画キャプチャー形式：PNG 
▪　アプリ機能：録画、スナップショット（静止画キャプチャー）、マイク録音、 
　　　　　　　　USB3.0診断ツール 
      ※ 現在の時点(2014年7月)では、「RECentral (MAC OS X版)」は「ライブ配信 

          機能」を搭載しておりません。 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1-1. 動作環境（2014年現在）

1-2. アプリ仕様 (RECentral - Mac OS X版) 

http://www.avermedia.co.jp/product_swap/avt-cv710_spec.html


 

対応接続端子 対応ケーブル

Micro USB 3.0 Port Micro USB 3.0 ケーブル

HDMI-IN HDMIケーブル (別売)

AV-IN

専用PlayStation3ケーブル 

AV IN - コンポーネントAV変換ケーブル
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1-3. 本体各部の名称



動作状況 色の状況
CV710本体起動中 青い光が点滅

RECentralが起動していない 青い光が点滅

RECentralでCV710が  
認識しない

青い光が点滅

RECentral起動中 
(CV710準備中)

青い光が点滅

待機 
(RECental使用可能)

全体が青く光る

録画中 赤くゆっくり点滅

警告 赤くすばやく点滅

エラー 青と赤が交互にすばやく点滅
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1-4. LEDインジケーターの色と動作状況



■アプリケーションのダウンロード→起動 (初めての使用手順) 
　初めてCV710をセットアップする方は、以下の手順でCV710をセットアップしてくだ
さい。 !
Step 1. CV710を付属のUSB 3.0ケーブルでMacと接続します。 
　　　　※ USB2.0には対応しておりません。 
　　　　※ USB3.0ハブを接続する場合は、CV710が認識できない、激しい遅延が 
　　　　 　発生する可能性がありますので、直接にお使いのMac本体のUSB3.0ポート 
                を接続してください。  
Step 2. AVerMededia公式サイトのCV710製品のダウンロードページ 
            (http://www.avermedia.co.jp/product_swap/avt-cv710_download.html) 
　　　   にアクセスし、 「RECentral (Mac OS X版)」の最新バージョ 
　　　　ンをダウンロードします。 
Step 3. ダウンロードが完了したら、アイコンをダブルクリックして解凍します。 
　　　　解凍すると、アプリケーション(RECentral)が作成されます。システムのアプリ 
　　　　ケーションフォルダへアプリケーションをドラッグ&ドロップします。 
　　　　アプリケーションが指定された場所にコピーできたら、アプリケーションを 
　　　　ダブルクリックしてRECentralを起動します。 
Step 4. 「USB 3.0診断ツール」のUSB3.0転送速度テストを受けます(→24ページ)。 
             ※ 注意:初めて本製品を接続・使用する際は、必ず本診断ツールを実行して、 
                 CV710と取り付けたUSB3.0ポートの帯域のパフォーマンス計測 
                 (診断ツールの「スタンダード」の診断モード)を受けてください。 

Step 5. 診断を受けてから、ゲーム機・映像機器を接続してから、RECentralで 
　　　　プレイビュー・録画します。 !
■アプリケーションの削除 
　アプリケーション(RECentral)を削除するには、アプリケーションを「ゴミ箱」(「ゴミ 
箱」は「Dock」の端にあります)にドラッグして、「Finder」→「ゴミ箱を空にする」と 
選択します。削除するのをやめる場合は、「ゴミ箱」を空にする前に、「ゴミ箱」でアプ 
リケーションを選択して、「ファイル」＞「戻す」と選択します。	

!
!
!
!
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1-5. 機器との接続→アプリの使用

http://www.avermedia.co.jp/product_swap/avt-cv710_download.html


 
　CV710を付属のMicro USB3.0ケーブルでMacと接続します。CV710を接続しますと、
CV710が起動中なので、５～１０秒しばらく前後待ってから、RECentralのアイコンを
ダブルクリックしてアプロを起動してからMacに録画を行います。 
　CV710のHDMI IN端子、AV IN端子のいずれかと、接続するゲーム機・映像機器の映
像出力を接続してください 。同時につなげられる機器は 、HDMI入力、AV IN入力のいず
れかに1台までです。 

※ RECentralを開いてから、「デバイスが見つかりません」というメッセージが現れる 
　 場合は、一度RECentralを終了してください。USB3.0ケーブルの挿し込 みが浅いと 
　 CV710はUSB3.0機器として正しく認識されないため、USB3.0ケーブルを一度外し 
　 て、お使いのMac本体のUSB3.0ポートを奥までしっかりと挿し込んでください。 
　 ５～１０秒前後しばらく待ってから、再度RECentralを開いて下さい。 
　 (USB3.0HUBを使用しないで、CV710はUSB2.0ポートに対応しないので、 
　  MacのUSBポートはUSB3.0かどうか、確認して下さい。) !!
 
【コピーガードについて】 
1. HDMIで接続した場合、接続するゲーム機・映像機器により、HDCPコンテンツは録画 
　ができない場合があります。PS3はコピーガードがかかっているので、CV710ではア 
　ナログ形式でしか録画できません。PS3の画面を録画する際、付属の「PS3専用ケー 
　ブル」もしくはは「AV IN - コンポーネントAV変換ケーブル」(別途、PS3用の 
   コンポーネントケーブルの準備が必要)をご利用ください。 
2. コンポーネントケーブルで接続する場合は、コンテンツはコピーガードがかかれる場合 
　はプレビュー・録画できない場合もあります。 
3. Mac / iPad / iPhoneはコピーガードがかかっているので録画することができません。 !
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1-6. 機器(ゲーム機・映像機器など)を接続する場合



【ゲーム機・映像機器の接続について】 
1. ゲーム機を接続する場合は、ゲーム機側の出力設定を正常に行わない場合は、 
　 RECentralでプレビューウィンドウで映像が正常に映れない場合もあります。ゲーム機 
　 の設定方法は下記のサイトで参照することをおすすめ： 
　 http://www18.atwiki.jp/live2ch/pages/321.html 
2. 各ゲーム機の接続方法は、下記の弊社海外サイトのCV710の「Tutorial」ページで 
　 ご覧ください： 
　 http://gamerzone.avermedia.com/game_capture/extremecap_u3 
3. PS4をHDMIで接続・キャプチャーする際は、必ずPS4の「システムソフトウェア バー　　 
 　  ジョン1.70」をアップデートしてから、PS4側で「設定」→「システム」→「HDCP  
 　  を有効にする」のチェックを外してください。  
4. ゲーム機・映像機器側の出力設定が正しく設定されても、RECentralでプレビューウィ 
 　 ンドウで映像が正常に映れない場合は、別の接続の映像ケーブルを交換しますか、接 
 　 続する映像ケーブルを一度外して再度接続して、RECentralを再度閉じてから起動し 
　 てください。 !
【遅延・ラグについて】 
1. Macの環境仕様の制限により、Mac環境では入力されているゲーム機・映像機器の映 
　 像の表示が0.08~0.1秒前後遅れるため、ラグが気になる場合は、別途分配とモニター 
　 器を使用してください。 !
【映像変換のコンバーターを使用する場合】 
1. 映像変換用の他社製のコンバーター(コンポーネント→HDMI、コンポジット→HDMI 
　 コンポジット→コンポーネントなど)を使用する場合は、ご使用のコンバーターの対応　  
　 解像度がCV710に合わなければ対応できません。しかし、コンバーターの回路デザイ 
　 ンなどにより対応解像度が合っても録画、再生ができない場合があります。ご了承く 
　 ださい。 !!!!!!!!
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http://www18.atwiki.jp/live2ch/pages/321.html
http://gamerzone.avermedia.com/game_capture/extremecap_u3


①　録画メニュー：録画の設定をします (→12ページ) 
②　スナップショットメニュー：スナップショットの設定をします (→13ページ) 
③　ファイル管理メニュー：・録画ファイルの保存フォルダ(保存先)を設定します 
　 　  　　　　　　　　　　・撮影した録画の保存フォルダを開きます (→15ページ) 
④　一般設定メニュー：・使用するデバイス映像・音声入力端子の設定をします 
　　　　　   　　　　　・環境設定の画面を開きます (→16ページ)	


!!!!!!!!!!!!!!!!
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2. RECentralの使い方

2-1. 機能メニューの見方



①　プレビュー/録画する画面を表示します 
②　録画の開始/停止 
③　スナップショットを撮ります 
④　マイクのオン/オフ 
⑤　音声のオン/オフ 
⑥　録画可能な時間 (HDDの空き容量により計算します)	


!!!!!!!!!!!!!!!!!
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2-2. プレビューウィンドウの見方 
 (フルスクリーン表示している状態)



【プレビューウィンドウのオン/オフ】 
　機能メニューから「プレビューウィンドウのオン/オフ」のアイコンをクリックします。

!
【フルスクリーンに切り替える方法】 
　プレビューウィンドウをダブルクリックするか、メニューバーの【表示】から「フ
ルスクリーンにする」をクリックすると、フルスクリーン表示に切り替わります。 
(※ キーボードをご使用の場合は、⌘キー＋[F]キーでフルスクリーンに切り替える 
　　ことができます。) 
!

!
【フルスクリーン表示を解除する方法】 
　フルスクリーン表示しているプレビューウィンドウをダブルクリックすると、フルス 
クリーン表示を解除することができます。 
(※ キーボードをご使用の場合は、⌘キー＋[F]キーでフルスクリーン表示を解除す 
　　ることができます。) 
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Step 1. 機能メニューから「一般設定メニュー」を選択します。接続しているゲーム機・ 
　　　　映像機器をどの端子で出力しているかを選びます。「HDMI」「コンポーネン 
　　　　ト」のいずれかを選んでください。 
            ※ ゲーム機の出力設定、映像が正しく表示されない場合は、本書の6~7ページ 
　　　　　 に参照してください。 !!!!!!!!!

!
Step 2. 機能メニューから「録画メニュー」を選択します。録画メニューで中央の録画 
            ボタンを押して録画を開始します。 
            (※ キーボードをご使用の場合は、[control]キー＋[R]キーで録画を終了します。)
 !!!!!!!!!!
Step 3. 録画を終える場合は、録画メニューで中央の録画ボタンを再度押して録画を終了 
            して保存します。 
            (※ キーボードをご使用の場合は、[control]キー＋[R]キーで録画を終了します。)!

映像入力 ・HDMI 
・コンポーネント

音声入力 ・HDMI 
・Audio LR (コンポーネントを選択する場合)
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2-3. 録画の手順



【録画メニューの見方】 

①　録画ボタン：録画の開始                               ⑥　録画ボタン：録画の終了 
②　プレビューウィンドウのオン/オフ                  ⑦　録画の経過時間 
③　設定プロファイル切替 (→20ページ)               ⑧　録画可能な時間 
④　マイクのオン/オフ (→22ページ)                    ⑨　録画可能な時間 (イメージ)  
⑤　マイク音量の調整                                         ⑩　スナップショットを撮ります 
                                                                       ⑪　マイクのオン/オフ 
                                                                       ⑫　撮影した録画の 
                                                                             保存フォルダを開きます  

ページ  12

2-4. 録画メニュー



　機能メニューから「スナップショットメニュー」を選択して、スナップショットを撮り 
ます。 !
バーストモード(連続撮影)とは： 
　バーストモードとはいわゆる「連射撮影機能」です。1秒間に連続で写真撮影ができ 
、最大12枚まで撮影ができます。これだけの連射力があれば、一瞬の「シャッター
チャンス」を逃がしません。「バーストモード」のアイコンをクリックして、連続 
撮影の枚数を設定することができます。 
※ 連続撮影可能の枚数：1枚 / 3枚 / 6枚 /12枚。 
 

!!!!!!!!!!!!!!!!!
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2-5. スナップショットメニュー



【スナップショットメニューの見方】 

①　スナップショットボタン：スナップショットを撮ります 
②　バーストモード：連続撮影の枚数を設定します 
③　プレビューウィンドウのオン/オフ 
④　撮影した静止画： 
    ・鑑賞：静止画を選択して、ダブルクリックして画像を開きます。 
    ・削除：静止画を選択して、[delete]キーを押して画像を削除します。 
    ・保存：スナップショットした静止画は自動的に指定した保存フォルダに保存します。 
　　 ※ 保存した静止画をクリックして選択し、そのまま保存したい場所へ 
　　　  ドラッグ&ドロップしてファイルを保存することができます。  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　機能メニューから「ファイル管理メニュー」を選択して、保存フォルダの設定と、撮影 
した録画の保存フォルダを開きます。 !
【ファイル管理メニューの見方】 
!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!
①　撮影した録画の保存フォルダを開きます 
②　録画ファイルの保存フォルダ(保存先)を設定します 
③　プレビューウィンドウのオン/オフ 
!
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2-6. ファイル管理メニュー



　機能メニューから「一般設定メニュー」を選択して、使用するデバイスの映像・音声入 
力端子の設定、環境設定の画面を開きます。　　　 !
【一般設定メニューの見方】 
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
①　環境設定の画面を開きます (→17ページ) 
②　現在接続・使用しているデバイス 
③　入力信号を選択：使用する機器から、映像/音声をどの端子で出力しているか 
      を選びます 

!
④　プレビューウィンドウのオン/オフ !

映像入力 ・HDMI 
・コンポーネント

音声入力 ・HDMI 
・Audio LR (コンポーネントを選択する場合)
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2-7. 一般設定メニュー



　機能メニューから「一般設定メニュー」を選択して、環境設定の画面を開くか、メニュー
バーの【RECentral】から【環境設定】をクリックすると、環境設定の画面を開く事がで 
きます。(※ キーボードをご使用の場合は、⌘キー＋[,]キーで環境設定の画面を開くこと 
ができます) 
 !!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!
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3. 環境設定



①　表示する言語を変更します 
②　指定ファイル名を変更します 
③　録画ファイルの保存フォルダ(保存先)を設定します 
④　設定をリセットします 
⑤　使用中のデバイス名 / ファームウェアバージョン / ドライバーバージョン !!!!!!!!!!!
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3-1. 環境設定：一般



　使用している、映像/音声機器をどの端子で出力しているかを選びます。「HDMI」
「コンポーネント」のいずれかを選んでください。 
　また、下の「映像調整」のチェックボックスをクリックしてチェックを入れると、
より細かい映像の調整ができます。 

!!!!!!!!
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3-2-1. 環境設定：録画 - 入力信号



　映像のフォーマットや詳細リスト(録画解像度)、映像/音声ビットレート、フレー
ムレート、キーフレームレートを設定します。設定できる項目は下の表のとおりで
す。項目ごとにいずれかの設定を選んでください。 
　また、これまでに保存した設定プロファイルの中から選んで設定を切り替えます。
「保存」を選ぶと現在の設定を上書き保存し、「追加」を選ぶと設定プロファイル
に名前をつけて保存することができます。 !!!!!!!!!!!!!!!

!

映像のフォーマット MP4 (H.264+ACC)、TS (H.264+AAC)

詳細リスト 
(録画解像度)

1920x1080、1680x1050、1440x900、1360x768、 
1280x1024、1280x800、1280x768、1280x720、
1024x768、800x600、720x576、720x480、
640x480 
(※ 接続機器の映像信号入力を検知し、設定できない解像 
　  度があります。)

映像ビットレート 30、20 ~ 1 Mbps

音声ビットレート 256、192、128、96、64、32 Kbps

フレームレート 60、50、30フレーム/秒 
(※ 使用する解像度により制限があります。)

キーフレームレート 60、30 フレーム/秒
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3-2-2. 環境設定：録画 - 録画設定



　CV710はループ録画機能を搭載しておりませんので、設定できません。 
(ループ録画機能は、弊社の製品「AVT-C875」のみ搭載しております。) 

!!!!
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3-2-3. 環境設定：録画 - ループ録画



　マイク/音声装置に切り替える場合は、▼でメニューを開いて選択してください。 
また、「 入力音声を別のmp3ファイルとして保存する」にチェックを入れると、  
マイク音声をmp3形式の別ファイルとして保存できます。 
　テスト開始をチェックすると、マイクの入力音量/レベルのテストを開始します。 
【入力音量】のつまみを左右に動かすと、使用するマイク/音声装置の入力音量を 
調整することができます。 

!!!!!
 

!!
①　マイク/音声装置に切り替えます 
②　入力音量のテストを開始/終了します 
③　入力音量を調整します 
④　入力音量のレベルを表示します 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3-3. 環境設定：マイク



　CV710は単体録画モード機能を搭載しておりませんので、設定できません。 
(単体録画機能は、弊社の製品「AVT-C875」のみ搭載しております。) 

!!!!
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3-4. 環境設定：単体録画モード



　初めて本製品を接続・使用する際は、必ず本診断ツールを実行して、CV710と取り付
けたUSB3.0ポートの帯域のパフォーマンス計測を受けてください。診断説明を確認して、
「診断開始」ボタンをクリックします。 

!!!!!!!!
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3-5. 環境設定：USB3.0診断ツール



1.「スタンダード」の診断モードを選択して、「次へ」ボタンをクリックすると、 
　CV710を接続中のUSB 3.0ポートの帯域のパフォーマンス計測をスタートします。 !!!!!!!!!!!!!!!!
2. 診断中です。診断時間は約数秒です。 !!!!!!!!!!!!!!!!!!
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3-5-1. 環境設定：USB3.0診断ツール 
診断モード選択：スタンダード（推奨）



3. パフォーマンス計測の終了後、計測結果表示されます。本USB3.0診断ツールを終了す 
　れば、「OK」ボタンをクリックします。パフォーマンス計測を再度受ければ、「再診 
　断」ボタンをクリックします。 !!!!!!!!!!!!!!!
4. 「詳細リスト」にチェックを入れたら、お使いのMacは対応できる解像度が表示され 
　ます。　(※ 全ての入力信号の解像度に対応可能で、最大入力信号の解像度は 
　1920x1080p/60pに対応できていれば正常です。) !!!!!
 

!!!
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4.診断結果が正常でない場合(対応状況に！印がある場合は正常ではありません)、対応し 
　ていない解像度に対して調整をOnにすることをおすすめです。 
　※　注意：「スタンダード」でパフォーマンス計測の結果は正常ではない場合では、 
　   　「スタンダード」でのフレームレート・コンバータはOffにするか、もしくは 
　　　「セーフモード」は無効にするか、全ての解像度/フレームレートに対応不能の 
　　　可能性があったり、画面表示に問題があったり、キャプチャーできない、録画 
　　　した動画ファイルは正常に作成できない場合もあります) 
   ※　フレームレート・コンバータ ＝ セーフモード !
 !!!!!!
 

!!!!!!!!!!!!!!!!!
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5. 「詳細リスト」にチェックを入れたら、お使いのMacは対応できる解像度と、対応で 
　きない解像度が表示されます。 !!!!!!!
 

!!!!!!!!!!!!!!!!!!!
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5. フレームレートの調整をOnにする場合：対応していない入力信号の解像度のフレー 
　ムレートを半分(60p/50pに限る)にすることで、対応解像度を増やすことができます。 
　例：1920x1080@60p→30p 
　　　1920x1080@50p→25p 
　　　1680x1050@60p→30p !
 !!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!
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　プレビューや録画中に、画面にフリッカーが生じたり不安定だり、録画した動画ファイ
ルの再生は問題があったり、CV710の仕様に合わないMacを使用する場合は、このモー
ドをお試しください。 
　セーフモードを有効にする場合は、全ての解像度のフレームレートを強制に半分(60p/
50pに限る)にすることで、解像度を上げても録画品質を保てます。 
例：1920x1080@60p→30p 
　　1920x1080@50p→25p 
　　1680x1050@60p→30p !
1.「セーフモード」を選択して、「次へ」ボタンをクリックします。 !!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!
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3-5-2. 環境設定：USB3.0診断ツール選択： 
診断モード選択：セーフモード



2.「セーフモード」を有効にして、「次へ」ボタンをクリックします。 !!!!!!!!!!!!!!!!
3.「セーフモード」を有効にする場合：全ての解像度のフレームレートが半分 
　(60p/50pに限る)にされました。「OK」ボタンをクリックして、本USB3.0診断ツー 
　ルを終了します。本USB 3.0診断ツールに一度にセーフモードが有効に設定されるフレ 
　ームレートは、CV710とRECentralに影響があります。フレームレートが半分に設定 
　された解像度は、フレームレートは最大30/25までです。 !!!!!!!!!!!!!!!!!!
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4.フレーム制限を解除すれば、「セーフモード」で無効にしますか、もしくは「スタンダ 
　ド」でフレームレート・コンバータをOffにしてください。「無効」にして、「次へ」 
　ボタンをクリックします。 !!!!!!!!!!!!!!!!
5. 「セーフモード」を無効にしました。 
　※　注意：「スタンダード」でパフォーマンス計測の結果は正常ではない場合では、 
　   　「スタンダード」でのフレームレート・コンバータはOffにするか、もしくは 
　　　「セーフモード」は無効にするか、全ての解像度/フレームレートに対応不能の 
　　　可能性があったり、画面表示に問題があったり、キャプチャーできない、録画 
　　　した動画ファイルは正常に作成できない場合もあります) 
   ※　フレームレート・コンバータ ＝ セーフモード !
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